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第
3
回

市
民
文
化
賞

　
本
市
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
平
成
二
年
に
創
設
さ
れ
た
「
紫
式
部
文
学
賞
」

「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
の
第
三
回
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
紫
式
部
文
学
賞
」
に
選
ば
れ
た
の
は
、
石
牟
礼
道
子
（
い
し
む
れ
み
ち
こ
）
さ
ん

の
小
説
「
れ
か
を
腹
～
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
に
選
ば
れ
た
の
は
ヽ
蓮
沼
徳
次
郎

（
は
す
ぬ
ま
と
く
じ
ろ
う
）
さ
ん
の
歴
史
研
究
「
人
麻
呂
猷
し
Ｉ
廓
令
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
、
市
嶋
絢
（
い
ち
し
ま
あ
や
）
さ
ん
の
紀
行
文
「
拠
ゆ
け
バ
似
し
」
の
二
作
品
。

両
賞
の
受
賞
式
は
、
十
一
月
十
四
日
圓
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
面
に
選
考
経
過
と
選
評
を
掲
載
）

受
賞
作
品
決
ま
る

｛
　
れ
で
’
よ
袷
Ｊ
‘
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Ｉ
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矢
影

文学賞

「十六夜橋

」

石牟礼　道子さん
　
　
「
土
ハ
夜
橋
」
は
、
大
正
十

二
年
前
後
、
九
州
の
天
草
・
長

崎
、
そ
の
対
岸
の
葦
野
が
舞
台
。

　
天
草
の
回
船
問
屋
が
葦
野
の

町
に
移
り
、
土
木
請
け
負
い
の

「
萩
原
組
」
を
開
い
て
十
三
年
。

赤
字
を
出
し
て
も
責
任
あ
る
仕

事
に
誇
り
昌
つ
当
主
・
胆

を
中
心
と
す
る
萩
原
の
一
族
と
、

貧
し
い
村
か
ら
出
て
き
た
使
用

人
た
ち
Ｉ
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
と

現
在
、
現
実
と
ｇ
想
が
交
錯
し

つ
つ
、
六
つ
の
章
が
進
み
ま
戈

　
長
崎
や
天
草
の
風
物
や
、
山

川
草
木
と
心
を
通
わ
せ
、
「
生

ま
れ
替
わ
り
」
を
信
じ
る
人
々

の
心
が
、
天
草
弁
牽
交
え
て
、

時
に
生
き
生
き
と
、
時
に
幻
想

的
な
雰
囲
気
の
中
で
描
か
れ
、

読
む
ほ
ど
に
そ
の
世
界
に
魅
せ

ら
れ
る
、
重
厚
な
作
品
で
す
。

受
賞
は
今
後
の

作
品
へ
の
励
ま
し

　
そ
の
時
わ
た
し
は
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
中
に
入
り
こ
ん
で
い

ま
し
た
。
中
世
ド
イ
ツ
の
ハ
ー

メ
ル
ン
市
で
、
あ
ち
こ
ち
の
教

会
の
鐘
が
い
っ
せ
い
に
鳴
り
響

き
、
そ
の
残
韻
の
中
に
、
か
の

笛
吹
き
男
が
最
初
の
ひ
と
吹
き

を
、
ま
さ
に
鳴
ら
そ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
突
然
、
電

話
が
き
て
、
男
の
人
の
京
都
弁

が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
″
パ
中
世
都
市
の
息

づ
か
い
の
中
か
ら
、
宇
治
へ
心

－
－
一
一

ｉ
ｒ
=
石

を
痔
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
紫
式
部
の
い
た
頃
へ
、
そ
・

し
て
、
現
代
へ
。
賞
の
こ
と
を

理
解
す
る
の
に
少
し
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。

　
選
考
委
員
の
先
生
方
は
隣
の

部
屋
に
い
ら
し
て
、
い
ま
終
わ

っ
た
ば
か
り
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

む
し
暑
い
中
に
集
ま
β
れ
、
拙

い
作
品
に
お
目
通
し
く
だ
さ
っ

た
の
か
と
Ｊ
手
恐
縮
に
思
い
ま

し
た
。

　
よ
ろ
こ
び
は
静
か
に
ゆ
っ
く

Ｓ
＆
-
つ
畜
斥
巳
べ
今
後
の
作

品
へ
の
何
よ
り
の
励
ま
し
で
す
。

市民文化賞「人麻呂渡し

　　　一律令からの

　　　　　　メッセージ」

蓮沼　徳次郎さん

　
『
万
葉
謬
の
歌
人
の
中
で
を
歩
く
こ
と
で
、
彼
の
死
が
刑

も
ヽ
特
に
即
君
し
て
尊
敬
を
　
死
で
あ
り
、
そ
の
心
え
ん
の
地

集
め
謳
芳
諒
・
そ
の
死
が
ヽ
戻
ぶ
奏
七
齢
で

を
巡
る
解
釈
は
、
多
く
の
学
者

が
取
り
組
ん
だ
、
7
7
葉
き

の
大
き
な
な
ぞ
の
一
つ
で
す
。

　
著
者
は
、
『
万
葉
集
』
と
、

同
時
代
の
法
典
『
律
令
』
と
を

比
較
検
討
。
ま
た
、
人
麻
呂
の

歌
恋
心
み
込
み
、
詳
細
に
現
地

人
麻
呂
研
究
の

足
掛
か
り
に
な
れ
ば

　
「
ぶ
っ
出
来
て
い
ま
す
な
あ
」
　
内
容
が
や
や
こ
し
ぐ
て
審
査

と
言
わ
れ
て
変
だ
と
思
っ
た
ら
　
の
先
生
方
に
は
大
変
な
ご
苦
労

本
の
装
丁
の
話
だ
っ
た
と
妻
と
　
を
お
掛
け
し
た
こ
と
と
存
じ
ま

笑
い
話
を
し
て
い
圭
し
た
が
・
…
す
。
受
賞
な
ど
思
い
も
よ
り
ま

「
旅
ゆ
け
バ
愉
し
」

市
嶋
　
絢
さ
ん

んさ郎次徳沼蓮

●
著
者
略
歴

　
明
治
四
十
一
年
八
月
、
兵
庫

県
姫
路
市
生
ま
れ
。
神
明
宮
東

在
住
。

　
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
後
、

　
こ
の
作
品
は
、
四
編
か
ら
或

る
紀
行
文
。
随
所
に
織
り
込
ま

れ
た
俳
句
と
短
歌
は
完
成
度
が

高
く
、
旅
先
の
風
土
、
風
物
、

人
な
ど
に
出
全
一
つ
だ
作
者
の
、

張
り
つ
め
た
精
神
と
感
受
性
の

あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

　
著
者
は
、
教
職
を
退
い
た
後

梅
原
猛
氏
の
「
詰
の
歌
」
に

触
発
さ
れ
、
こ
の
な
ぞ
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
在
野
の
一
研
究
者

が
、
学
界
屈
指
の
大
問
題
に
一

石
を
投
じ
た
力
作
で
す
。

せ
ん
で
し
た
の
に
、
お
と
り
上

げ
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
有
り

難
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
老
骨
に
ｍ
打
ち
ま
し
て
ヽ
投

じ
ま
し
た
一
石
。
こ
れ
が
人
麻

呂
研
究
の
一
つ
の
足
掛
か
り
と

な
り
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
た

だ
け
ま
す
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

昭
和
二
十
七
年
か
砧
蕭
高
校

の
国
語
教
諭
と
し
て
勤
務
。
昭

和
五
十
年
、
退
職
。

　
受
賞
作
品
は
近
代
文
砦
社
刊
。

　
秘
の
姿
診
が
碧
皆

　
し
つ
つ
行
く
」

　
ま
た
、
紀
行
文
に
も
、
詩
歌

に
劣
ら
ぬ
自
在
さ
と
テ
ン
ポ
が

備
わ
っ
て
い
ま
す
。
と
口
わ
け

青
１
　
時
代
の
思
い
出
を
た
ど
る

結
晶
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・
「
越
後
へ
の
旅
」
は
、
詩
歌
と

　
「
朝
の
聊
馬
ま
つ
毛
に
霧
た
　
散
文
が
交
響
し
て
、
小
気
味
貝

め
て
」

「
奢
熟
れ
恥
に
ゆ
ら
げ
る

晩
学
で
も
で
き
る
と

い
う
温
か
い
励
ま
し

　
宇
治
公
民
館
で
学
び
始
め
た

文
学
サ
ー
ク
ル
の
読
書
心
一
も
、

十
八
年
目
。
し
か
し
、
今
も
私

の
書
く
も
の
は
身
辺
雑
記
に
過

んさ絢嶋市

ぎ
ま
せ
ん
。
心
や
さ
し
い
家
族

く
し
な
や
か
な
著
者
の
世
界
を

伝
え
る
秀
作
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
受
賞
の
お
知
ら

せ
は
「
晩
学
で
も
、
年
寄
り
で

も
、
努
力
す
れ
ば
な
ん
と
か
な

る
。
怠
け
な
い
で
頑
張
り
な
さ

い
よ
」
と
の
温
か
い
励
ま
し
と
、

や
友
人
た
ち
は
『
面
白
い
よ
』
　
有
り
難
く
シ
れ
し
ぐ
思
い
ま
す
。

と
読
ん
で
く
れ
ま
す
司
私
自
　
「
べ
匹
一
の
芙
命
班
の
日
も
か
く

身
、
’
半
信
半
疑
で
し
た
。

一
Ｓ
一
一
●

あ
ら
む
」

一
一
一
一
ｓ
Ｉ
一
一
い
Ｉ
ｓ
ａ
一
一
Ｉ
一
一
ｅ

●
著
者
略
歴

　
大
正
九
年
五
月
、
満
州
生
ま

れ
。
菟
道
車
田
在
住
。

　
　
「
幡
の
句
公
一
」
、
同
人
誌
「
風

の
ク
レ
ヨ
ン
」
に
所
属
。

　
受
賞
作
品
は
、
原
稿
応
募
の

た
め
、
折
で
小
冊
子
に
ま
と
め

文
化
観
光
課
で
実
費
で
頒
布
の
’

予
定
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

Ｉｒ
ａ

９
｀

●
著
者
略
歴

　
昭
和
二
年
、
熊
本
県
天
草
生

ま
れ
。
熊
本
県
水
俣
市
在
住
。

　
鶏
四
十
四
≒
「
監
盾

－
わ
が
水
俣
病
」
を
出
版
し
、

作
家
生
活
に
入
る
。
こ
の
作
品

で
第
一
回
心
心
ノ
ン
フ
″
ク
シ

ョ
ン
賞
、
第
十
一
回
熊
日
文
学

頁
を
受
ｕ
し
た
が
辞
退
。
昭
和

四
十
八
年
に
フ
″
リ
ピ
ン
の
マ

グ
サ
イ
サ
イ
賞
、
昭
和
六
十
一

年
に
第
四
十
五
回
西
日
本
文
化

賞
（
社
心
一
文
化
部
門
）
を
受
賞
。

著
書
に
「
椿
の
海
の
記
」
「
天

の
魚
」
「
あ
や
と
り
の
記
」
「
流

民
の
都
」
「
陽
の
か
な
し
み
」

な
ど
が
あ
る
。
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歴史資料館特別展

大名と茶師
10月5日(火)～11月14日(日)

入場料　大人200円／小・中学生60円

　(団体割引･20人以上　大人150円／小･中学生40円)

　　　※第2土曜日は小・中学生は無料

　
江
戸
時
代
の
初
め
、
宇
治
に
初
代
・
三
入
（
さ
ん
に
ゅ
う
）
幸
盛

（
一
五
六
九
～
一
六
六
〇
）
と
い
う
茶
師
が
い
ま
し
た
。
彼
の
も
と

に
は
多
く
の
大
名
や
茶
人
が
、
茶
の
注
文
や
お
礼
な
ど
の
書
状
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
主
な
陳
列
品
は
、
そ
の
書
状
。

　
一
見
難
解
に
見
え
る
書
状
か
ら
も
、
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
大
名

と
茶
師
の
間
の
交
際
や
取
り
引
き
の
様
子
が
、
か
な
り
鮮
明
に
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
江
戸
開
幕
直
後
の
慌
た
だ
し
い
時
代
に
つ
い
て
の
新
た
な

イ
メ
ー
ジ
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主
な
陳
列
品

絵
　
画

関
ヶ
曼
・
戦
図
屏
心

大
坂
夏
の
陣
図
屏
氾
〈
複
製
〉

井
伊
直
孝
画
像

洛
中
洛
外
図
則
澱

三
入
画
像

古
文
書

三
入
慰
書
状
（
約
五
十
六
点
）

　
彦
根
城
博
物
館
蔵

　
大
阪
城
天
守
閣
蔵

　
大
阪
城
天
守
閣
蔵

高
津
古
文
化
会
館
蔵

　
　
　
　
　
個
人
蔵

　
　
　
　
　
個
人
蔵

三
入
画
像
（
右
）

洛
中
洛
外
図
屏
風
（
上
）

歴
史
資
料
館

折
居
台
１
丁
目
１

文
化
セ
ン
タ
ー
内

登
2
0
・
１
り
Ｏ
ｌ
ｌ

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

月
曜
・
祝
日
休
館

　
　
「
紫
式
部
文
学
戸
は
、
全

国
の
女
性
作
家
に
よ
る
文
学
作

品
を
対
象
に
、
全
国
の
作
家
・

文
芸
評
論
家
・
出
版
社
・
新
聞

社
と
市
民
推
薦
人
か
ら
、
推
薦

方
式
で
候
補
作
品
を
募
集
す
る

も
の
。

　
今
回
推
薦
さ
れ
た
の
は
、
七

十
作
品
。
七
月
に
四
作
品
に
絞

卵
れ
、
八
月
三
十
一
日
に
開
催

5
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１－－－－－－－

ー三入宛の書状を中心にー

　　第３回

　紫式部文学賞

紫式部市民文化賞

　選考経過と

　　選評

文学賞

「
十
六
夜
橋
」
石
牟
礼
道
子
さ
ん

地
元
に
根
を
お
ろ
し
た
著
者
の

国
民
的
評
価
の
で
き
る
作
品

市民文化賞
「
人
麻
呂
渡
し
ー
律
令
か
ら
の
メ
ッ
ー
セ
ー
ジ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
沼
徳
次
郎
さ
ん

歴
史
の
な
ぞ
に
挑
ん
だ
力
作

「
旅
ゆ
け
バ
愉
し
」
市
嶋
絢
さ
ん

し
な
や
か
な
感
受
性
を

感
じ
さ
せ
る
作
品
　
｀
’

　
　
「
紫
式
部
市
民
文
化
戸
は

市
民
（
在
勤
・
在
学
を
含
む
）

に
よ
る
文
学
作
品
・
研
究
作
品

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
二
十
七
作
品
の
応

募
が
あ
り
、
九
月
十
一
日
の
選

考
委
員
会
で
の
選
考
の
結
果
、

ま
ず
八
作
品
に
絞
ら
れ
、
そ
の

中
か
ら
、
受
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
作
品
に
対
し
、

宮
城
宏
選
考
委
員
長
は
、
「
人

麻
呂
渡
し
Ｉ
律
令
か
ら
の
メ
″

セ
ー
ジ
」
（
蓮
沼
徳
次
郎
さ
ん
）

に
つ
い
て
は
『
高
校
の
国
語
教

諭
と
い
ラ
仕
事
を
ま
っ
と
う
し

た
高
齢
の
作
者
が
、
学
界
な
ど

の
外
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
人

麻
呂
の
死
と
い
う
学
界
屈
指
の

大
問
題
に
真
つ
向
か
ら
取
り
組

み
、
一
石
を
投
じ
る
成
果
を
示

し
た
力
が
、
ま
た
「
旅
ゆ
け

バ
愉
し
」
　
（
市
嶋
絢
さ
ん
）
に

つ
い
て
は
『
俳
句
や
短
歌
を
織

り
込
ん
だ
紀
行
文
の
中
に
、
し

硲
石
な
感
受
性
を
辱
Ｘ
せ
、

作
者
の
確
か
な
筆
力
が
発
揮
さ

れ
た
作
品
で
あ
る
』
と
評
し
て

い
ま
す
。

　
さ
れ
た
選
考
委
員
会
で
、
受
賞

　
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
受
賞
作
品
「
十
六
夜

　
橋
」
　
（
石
牟
礼
道
子
さ
ん
）
に

　
つ
い
て
、
梅
原
猛
選
考
委
員
長

　
は
、
「
非
常
に
作
者
の
力
量
を

感
じ
さ
せ
る
作
品
で
、
選
考
委

　
員
会
で
も
満
場
一
致
で
ご
く
短

　
い
時
間
で
決
定
し
た
。

　
　
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
元

に
腰
を
据
え
て
、
じ
っ
く
り
と

文
学
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
で

な
い
と
書
く
こ
と
の
で
き
な
い

よ
シ
な
、
と
て
も
丁
寧
に
書
き

込
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　
数
多
い
石
牟
礼
さ
ん
の
作
品

の
中
で
も
、
特
に
傑
出
し
て
い

る
、
ま
さ
に
国
民
的
評
価
の
で

き
る
作
品
で
あ
る
」
と
評
し
て

い
ま
す
。
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第3回

第6回全国健康福祉祭京都大会

ねんりんピック'93京都

高齢者エイジレス

フェスティバル同時開催

3日(日)～5日(火)

　　　　　中央公民館で

　
３
日
㈲
か
ら
５
日
㈹
の
午
前
９
時
半
か
ら

午
後
４
時
半
（
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
、
中

央
公
民
館
で
第
３
回
高
齢
者
エ
イ
ジ
レ
ス
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
高
齢
者
文
化
祭
」
の
展
示

の
部
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
、
生
け
花

や
盆
栽
、
書
道
、
絵
画
。
文
芸
作
品
な
ど
。

ま
た
、
５
日
㈹
の
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
４
時
、

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
発
表
の
部
が
開

‘
催
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
合
唱
や
舞
踊
、
謡
曲

な
ど
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
３
日
剛
に

は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。

10月3日(日)～5日(火)

ま
戦
加
広

れ
熱
参
い

さ
が
も
あ

催
ム
に
れ

開
一
ん
ふ

が
チ
さ
ｒ

都
5
3
皆
動

京
た
の

9
3
つ
。
’
｛
議

＜
ｓ
ま
市
い

ン
集
　
％
φ

て
お

に
ご
゜

ん
全
　
ｊ
ｊ
い

ね
　
ヽ
会
場
さ

ヽ
は
大
広
だ

て
容
流
ツ
く

け
内
交
一
し

か
の
ル
ポ
越

に
で
Ｉ
　
ス
お

㈹
丘
ボ
ー
て

日
が
ト
ユ
つ

５
陽
フ
ニ
ろ

ら
太
ソ
Γ
　
そ

か
・
ｒ
る
族

聞
場
る
け
家

日
会
げ
だ
　
・

３
治
広
た
ど

月
宇
り
い
な

1
0
　
・
繰
て
　
Ｉ

　
す
を
し
場

問

い
合
わ
せ
・
：
第
６
回
全
国
健
康
福
祉
祭
宇
治
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ａ
2
0

・
8
7
3
1
）

　
援
　
声

　
Ｃ

　
ム
　
一言

　
作

５
ま
　
　
　
料

一
　
集
　
　
　
　
無

間
'
Ｘ
"
　
間
は

日
助
　
　
日
加

３
全
　
　
３
参

　
　
　
場

　
　
　
広

　
　
　
ツ
室

ル
　
　
一
教
場

一
　
　
ポ
り
広

ボ
会
　
ス
く
い

ト
大
　
一
づ
あ

フ
流
　
ユ
康
れ

ソ
交
　
二
健
ふ

●
　
　
　
　
●
　
●
　
●

会場案内

図

ソフトボール交流大会

京都代表・宇治クラブ

一
｛

テ
め

｝
一

明
9
9

X
　
9

大雨
ス

私たちもがんばります

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

に
京
都
代
表
と
し
て
出
場
す

る
宇
治
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ

ン
・
秋
山
収
一
さ
ん
（
♪
一
）
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。
、

－
ど
う
い
っ
た
き
っ
か
け
で

チ
ー
ム
に

　
「
三
十
年
程
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
や
っ
て
た
ん
で
す
。
宇
治

の
チ
ー
ム
を
と
い
う
こ
と
で

メ
ン
バ
ー
に
誘
わ
れ
ま
し

た
」

－
試
合
を
見
せ
て
も
ら
っ
て

た
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
よ
く

打
た
れ
ま
す
ね
。

　
「
い
や
て
足
と
か
も
思
っ

た
ぷ
っ
に
動
か
な
い
こ
と
が

卜
宇
治
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ
ン

の
秋
山
収
一
さ
ん

多
い
ん
で
す
。
け
が
だ
け

は
し
な
い
よ
う
、
気
を
付
け

て
い
る
ん
で
す
け
ど
」

－
目
標
は

　
「
ベ
ス
ト
４
に
残
り
、
最
終

日
の
五
日
ま
で
試
合
を
や
り

た
い
で
す
ね
」

　
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
／

南部小マーチングバンド部

西大久保小金管バンドクラブ

　
ね
ん
り
ん
ピ
ご

に
参
加
す
る
小
学
校
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

－
了
‐
チ
ン
ク
バ
ン
ド
に
入

っ
て
み
て
ど
う
で
し
た
か

　
「
友
達
が
い
る
し
楽
し
い
」

　
「
歩
き
な
が
ら
演
奏
す
る
の

が
難
し
い
で
す
」

－
今
日
の
練
習
の
出
来
は
・

　
「
あ
ん
ま
り
う
ま
く
で
き
な

か
っ
た
」
　
　
　
　
　
　
　
。
。

　
『
今
日
は
一
回
失
敗
し
た
け

ど
、
本
番
で
は
が
ん
ば
り
ま

す
』

　
突
然
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

緊
張
し
て
い
た
皆
さ
ん
。

　
三
日
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交

流
大
会
の
式
典
に
は
、
ほ
か

に
も
、
鼓
隊
や
吹
奏
楽
団
、

市
民
合
唱
団
な
ど
が
参
加
し

ト
右
か
ら
西
大
久
保
小
金
管
バ

ン
ド
ク
ラ
ブ
の
松
田
晃
実
さ
ん

　
（
６
年
）
、
中
西
み
の
り
さ
ん

（
６
年
）
、
大
倉
可
子
（
６
年
）
、

南
部
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
の
森
田
佳
代
さ
ん
（
５
年
）

関
井
久
美
子
さ
ん
（
６
年
）
、
上

田
麻
矢
さ
ん
（
６
年
）

さ
い
。
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。

　
途
中
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文
化
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に
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ま
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ま
す
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1第

第
3
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

太
陽
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル

第
3
回
宇
治
市
高
齢
者
エ
イ
ジ
レ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10月10日(祝)

太陽が丘

ぎ騏劾
搬

つ
バ
　
半
す

ま
イ
　
時
ま

ツ
テ
　
1
0
り

一
　
ス
　
　
｀
あ

ボ
エ
　
・
い
が

ス
フ
い
行
目

民
ス
さ
を
種

市
レ
だ
動
る

Γ
ヽ
ジ
く
運
あ

日
イ
場
備
の

の
工
来
準
限

こ
者
ご
る
制

は
齢
ひ
よ
に
　
・

で
高
ぜ
に
間
い

丘
・
　
・
員
時
さ

ガ
ル
料
全
付
だ

陽
バ
無
者
受
く

太
二
は
加
　
・
認

・
一
加
参
ト
確

日
力
参
　
ヽ
一
ご

の
ツ
　
・
ら
夕
で

育
一
す
か
ス
図

体
ボ
ま
時
が
場
″

は
ス
れ
1
0
一
会

陶
丘
さ
前
ナ
の

日
が
催
午
一
上

1
0
陽
開
は
コ
左

月
太
が
日
各
　
ヽ

1
0
・
　
Ｊ
当
ら
で

　
り
ル
　
か
の

自転車放置禁止区域

一部拡大10月15日(金)から

　
市
で
は
、
「
宇
治
市
自
転
車

の
駐
車
秩
序
の
確
立
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
自
転
車
放
置

禁
止
区
域
を
指
定
し
、
放
置
自

転
車
を
強
制
撤
寺
七
い
ま
す
。

　
匹

乙晋禁
拡

蓉転
　
ヽ

詰　
四

　
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅
周
辺
に
つ
い

て
は
、
昨
年
秋
の
新
駅
開
業
に

伴
い
禁
止
区
域
に
指
定
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
区
域
外
へ
の
放

置
が
見
受
け
β
れ
る
た
め
、
十

月
十
五
日
図
か
ら
区
域
を
拡
大

し
ま
す
。
自
転
車
、
バ
イ
ク
は

駐
輪
場
を
利
用
し
、
放
置
の
な

い
、
安
全
で
明
る
い
街
つ
く
り

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
ぐ
は
交
通
対
策
課
（
内
線

2
2
5
9
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

　
４
自
転
車
、
バ
イ
ク
は
駐
輪
場
へ

　　　カメラで

　　　おじやま

　敬老会に2500人

　９月15日、宇治市敬老会が文化センターで

開かれ､70歳以上のお年寄り2500人が参加。

米寿のお祝いを始めとする式典や合唱、漫才

などの演芸に､楽しいひと時を過ごしました。

10/1～7は

　
十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
。

こ
れ
は
、
国
を
挙
げ
て
法
を
尊

重
し
よ
う
と
、
昭
和
三
十
五
年

に
制
定
し
た
も
の
。
併
せ
て
毎

年
十
月
一
日
か
ら
一
週
間
を

「
法
の
日
」
週
間
と
し
、
基
本
的

人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序
の
確

立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
各

種
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
ｙ
。

　
市
で
は
、
毎
月
第
一
木
曜
日
、

宇
治
公
民
館
で
人
権
相
談
所
を

開
設
。
相
談
に
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

勧田称敬く員委護擁権人

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
〈
１
０
月
の
人
権
相
談
〉

　
▼
と
き
…
1
0
月
７
日
俐
、
午

前
1
0
時
Ｉ
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

・
：
宇
治
公
民
館
（
市
民
会
館
）
▼

問
い
合
わ
せ
…
広
報
課
市
民
相

談
係
（
内
線
2
0
8
0
）
。

　
な
お
、
左
表
の
人
権
擁
護
委

員
の
自
宅
で
も
、
随
時
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
直
接
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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四
　

川
　
田
　
口
　
島
　
原
　
川

氏
　
青
　
東
　
飯
　
井
　
北
　
柴
　
谷
　
福
　
藤
　
前

契
約
と
遺
言
は

公
正
証
書
で
！

10/1～7は

公証週間

宇
治
公
証
役
場
一
市
役
所
前
中
谷
ビ
ル
３
階
き
2
3
・
８
２
２
０

ヽ
渡

に
手

人
が

の
い

歳
祝
た

8
8
お
し

で
ら
ま

え
か
れ

数
市
さ

哨

5 4n
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体
力
診
断
（
1
0
時
牛
～
1
4
時
）

★
家
族
リ
レ
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（
1
2
時
半
～
1
3
時
）

★
川
ｍ
世
界
記
録
に
挑
戦
（
犯
時
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1
2
時
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1
4
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★
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リ
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ン
テ
ー
リ
ン
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（
1
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1
3
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健
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1
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1
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二

学ぶ

・肢体障害者の社会見学

　c〉17日(日汗前９時～午後３時半。

昼食持参でＤ内容j‥笠取でのいも

掘り・しいたけ狩りとが幸市南郷

のホのめぐみ館見学[〉対象…肢体

に障害のあ･る人と介護者。先着40

人c〉1000円　匝]社会教育課(内線

2616)。8日図まで。

■難聴者の社会見学

　r〉11日(叫午前９時～午後５時E〉

内容…生活誕生館の見学、万↑郷亦

の日本庭園・自然文化園の散策E〉

対象…難聴の人先着30人E〉1500

円匝住所・氏名・電話(ファク

ス)番号を記入し、社会教育課(内

I叙516､ファクス22－3040)。4日

(月)まで。

■同和問題を考える市民講座

　c〉7日出午後７時～、中央公民

ち
い
落
治
対
０
　

噺
言
言
言

演
ｒ
ｉ
露
匯
か

講
の
高
・
　
ぐ

匹
飛
皿
詣

■城南地域職業訓練センターの講座

　回いずれも同センター（S46－

0588）;，
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■母子家庭の母親半日人間ドック

　[〉対象…母子家庭の母親と寡婦

　
宇
治
の
伝
統
行
事
「
宇
治
茶

ま
つ
り
」
が
、
十
月
三
日
㈲
、

興
聖
寺
と
宇
治
川
中
の
島
を
中

心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
秋
の
一

日
、
家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
問
い
合
わ
せ
は
宇
治
商
工

会
議
所
内
「
茶
ま
つ
り
奉
賛
心
一
」

（
公
2
3
・
3
1
0
1
）
へ
。

〈
内
容
〉
○
名
水
く
み
あ
げ
の

1
0
月
3
日
(
日
)
興
聖
寺
・
宇
治
川
中
の
島

で
・
月
大
ン
ほ
う
・

か
翼

准
け
作
昌
一

限
施
剋
中
ン
宮
人
泗

に
実
面
前
レ
子
本
0
7

者
Ｄ
宇
午
部
・
は
３

入
人
十
の
胸
図
皿
徽

ミ
に
ま
昌
惚

康
の
都
月
・
視
ぐ
務
白

驚
ゴ
ユ
磁
ご
難

国
歳
間
６
日
胃
　
I
D
月

ぐ
6
5
期
I
項
・
か
胞
1
0

囮一
読３畝隨共

5
6

5
0

心会皿皿四回

■風しん予防接種

　[〉８日出＝城南勤労者福祉会館

･ 14日出司剥建医療センター･26

日(火)＝村番公民館、いずれも午後

２時～"D時半C〉対象…学校で接1重

していない中学2 ･ 3年の女子、

保護者同伴で圃保健予防課(内

J叙251)。

■糖尿病教室

　C〉10月19日(火)28日困・11月２

日(火)･５日出、午後１時～3時半。

宇治保健所じ〉内容…糖尿病の話、

糖尿病食の試食、運動実技など

[回同所(S21－2191)。

スポーツ

■市民歩こう会

　C〉10日(恐午前8時半、京阪宇治

駅集合。雨天時は17日(日)[〉コース

…牛尾観音・上醍醐方面、約11キ

ロ[〉昼食、雨具持参尨交通費は

自己負担[Ｍ木村さん021－35

33)。

・中高年バドミントン教室

　【〉14日～11月１日の月・木曜、

午後７時~9時。６回。黄栞体育

宇
治
茶
ま
つ
り

儀
・
・
・
午
前
９
時
半
、
宇
治
橋
三

の
間
で
　
○
茶
ま
つ
り
式
典
・
：

午
前
1
0
時
半
、
興
聖
寺
本
堂
で

○
茶
せ
ん
塚
供
養
…
午
前
1
1
時

半
、
興
聖
寺
門
前
で
　
ｏ
茶
席

・
：
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
、
興

聖
寺
と
朝
日
焼
で
　
○
中
の
島

で
の
催
し
…
野
点
（
の
だ
て
）
席
、

お
茶
の
み
コ
ン
ク
ー
ル
、
そ
ば

席
、
炭
山
陶
芸
・
竹
製
品
即
売
、

植
木
市
な
ど
。
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
。

館【〉対象…30歳以上の人。先,=t30

'

人回市民体育課(内線2622)。

■中高年卓球教室

　C〉14日～11月１日の月・木曜、

午後i時-9時。６回。黄槃体育

館【〉対象…30政SX上の人、先着30

人匝市民体育課(1゛11匈622),

■フォークダンス講習会

　[〉４日(月)午後i時~3時、宇治

公民館。体育館用の靴を持参でE〉

500円[回大島さん(豊32-8363)。

・女性バレーボール教室

　[〉12日～29日の火・金躍、午後

7時半~9時半。６回。南宇治中

学校E〉対象…中学生以上の女性。

先着30人困市民体育課(内J鯨6

22)。

青少年センター

・大久保青少年センター(豊4－

　7447)

　圃おはなし会以外は必要。いず

れも同センター。く親子のびのび

教室〉いずれも対象は2～^歳の

幼児と親①いも掘･K〉7日出午

前９時～午後2時。雨天時は12日

(火)｡昼食､ホ筒持参て1いも代450円。

先着35*且(パスを利用)②ねんど

で遊ぼう[〉14日脚午前1㈲～正午。

おやつ代100円。先着30氷瓦く秋の

親子遠足〉[〉24日(日〉午前９時～午

後3時。雨天時は31日(日)I〉対象…

小・中学生と洗先着30人[〉行き

先…宇治十帖の古跡巡りと太陽が

£昼食、水筒持参で。交通費は

自己負1瓦　〈おはなし会〉E〉13日

出・27日出、午後3時半~4時E〉

内容…お話、紙芝居などE〉対象…

幼児～小学校f氏学年。

催　し

■名木百選に親しむ会

　市では市内の名木・巨木を、緑

の歴史的遺産・緑ｲじ巴想のシンボ

ルとして｢宇治市名木百選｣に指

定しています。宇治公園近辺の名

木百選を名木アドバイザーとに訪

ねます。[〉10日(日)午後i時~4時、

宇治公園・朝霧橋集合匝牒境保

全課(内線2252。

■講演会

　イベントプロデューサー・熊野

卓司さんが｢こんなに人が集ま

る！商店街ときめき｡イベント｣

をテーマに。E〉13日出午後１時半

新たに男性教室を
開講家庭看護講習会

女性教室も同時に募集
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今
年
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新
た
に
男
性
の
た
め
の
コ
ー
ス

も
開
催
し
ま
す
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▼
日
程
・
内
容
・
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い
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幼
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は
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・木幡公民館(豊32－8290)

　親子クラウン|'ゴルフ広場[〉

午前９時半～正午、東宇洽争イヒセ

ンター　匝同館。先着20組C〉雨天

時は同館での映画会に変更。

■小倉公民館022－4687)

　囲碁教室[〉午前1(時～正午。

・広野公民館(S41－7450)

　①英語で遊ぼう[〉６年３月ま

での毎月第2土BM。小学生(前に

参加した人を除く)、先3Q人

②ハーモニカ音楽を楽しみません

か　C〉いずれも午前l(片～正午。

■大久保青少年センター(S44－

　7447)

　①体操教室＝リズムダンスやIヽ

ランポリン　②手づくり教室＝プ

レゼン1ヽボックスを作ろう　③自

由遊び＝一輪車・バドミントン

[〉①は午前９時～1(時。ほかは午

前９時～正午。

ｊ宍宍宍労作１

元
一

１
‐
’
Ｆ
で
　
課
課

白
太
ご

満1歳

になり

ました

″

タ

″

ｙ

゛

ｒ

’

″

　
Ｊ
　
Ｉ

乱

Ｖ

怒

　　
心

勇
／
つ

＃
2

9
ご

Ｓ

４
　
９
　
匹

　
Ｈ
元
勇

薬
滅

四
撲
す

Ｉ
禍
で

月
剤
問

‐
い
月

・
せ
動

1
0
覚
運

叙
８
ヘ

　
ー

　
＠
’
０

昌汗
内

お
ぐ

の
課

れ
報

ま
広

生
に

月
で

1
0
ま

年
囮

４
日

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
伴
い
、
消
費
生
活
は
複
雑
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
心
豊
か
で
健

康
な
牛
活
を
営
む
た
め
に
は
、
消
費
者
自

ら
が
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、

主
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
、
暮
ら
し
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
一

助
に
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
消
費
生
活
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

▽
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と
お
り
。
時
間

　
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
（
1
1
月

　
２
日
は
、
午
前
９
時
～
正
午
）

▽
心
一
場
・
：
市
役
所
８
階
大
会
議
室

▽
定
員
・
：
先
着
5
0
人

▽
受
講
料
…
無
料

▽
申
し
込
み
・
：
商
工
課
消
費
生
活
係
（
内

消
費
生
活
講
座
を
開
催

考
え
よ
う
、
明
日
の
た
め
に

　
　
Ｅ
　
Ｅ
　
　
　
こ
一
ａ
Ｅ

師
　
宏
　
男
　
　
　
丿
皐
ｍ
一
彰

　
　
幸
　
憲
　
　
　
づ
　
　
竺
央

ａ
Ｖ
Ｖ
　
む
に
木
抒

　
型
一
余
ヅ
　
四
に
青
ｍ
ふ

　
　
　
　
　
　
京

　
　
　
　
一
　
　
舎

　
　
　
　
か
　
　
羊

　
　
　
　
ん
　
　
白

　
　
点
　
　
せ
　
　
ぐ
　
　
　
　
と

容
ｍ
　
心
　
四
　
・
　
Ｅ

　
　
ｅ
　
　
て
　
の
よ
に
　
べ

　
　
そ
　
し
　
程
り
心
食

二
階
仁
余
ぶ
Ｊ

　
　
四
辻
璧
路
に

　
　
ル
　
ら
知
設
り
適
害
　
き

　
　
マ
　
く
一
施
ク
快
一
　
生

呈
９
３
６
ｊ
２
ｊ
９
５
９
３

１
内
火
々
火
／
火
／
火
内
金

日
1
0
ぐ
1
0
ぐ
1
1
ぐ
1
1
ぐ
1
1
ぐ

Ｊ　 　］

一

］

Ｕ

一

ｉ
―

‐

：

　

　

　

　

　

　

‐

‐

　

‐

　

‐

－

・

－

・

　

　

　

　

　

　

‐

‐

‐

‐

　

　

－

―

只ぷ１平公一Ａ
一丿一郷

１
－

一
｀
雨　

－
－

　
ｍ
』

　
－
－

一

Ｉ
－
　
　
　
－
　
Ｉ
　
一
ｌ
Ｉ
Ｉ
　
　
　
』
゜
ｌ
―
″
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
　
・
－
　
　
　
　
　
’
一
１

募集

■'94ミス宇治コンテスト出場者

　【〉ノミネート選考=11月７日(日)

・産業会館､本選考＝11月14日(日)･

文化センター[〉応募資格…昭牙}45

年１月１日～50年12月31日に生ま

れ、市内在住・在動・在学で、ミ

ス宇治として１年間各種行事に参

加できる未婚の女性(高校生は不

可バ〉賞品…ハワイ旅行ほか圃

所定の用紙(要写真)で宇治商工

会議所内｢ミス宇治コンテスト係｣

(宇治琵琶45－13、S23－3101)。

22日出(当日消印有効)まで。

■自衛官

　E〉種別・受付期間・対象…○防

衛大学校学生=

10月29日金まで、

高校卒業(見込み)以上2i歳末萬○

防衛医科大学校学生=

10月25日側

まで、高校卒業(見込み)以上21歳

末;萬○看護学生＝10月29日出まで

高校卒業(見込み)以上22歳末;筒の

女子○自衛隊生徒＝11月１日(月)～

６年１月４日(火)、中学卒業(見込

み)以上17歳末濯

募集事務所(S44－7139),市役

所企画管理部総務課(内|泉2052)。

第2土曜10/9子供の催し

■中央公民館020－1411)

　①紙クラフト教室＝鳥のかざり

をつくろう。はさみ、のり持参て

②子ども映画会　E〉いずれも午前

lC時～11時と11時～正午の２回。

■宇治公民館(登21－2804)

　①卓球遊び②フライングディ

スク　③バドミントン　④けんΞ
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　22日廊＝宇治公民館。いずれも午後１

　時~4時。圃京都南社会保険事務所豊

　075-643-354U

・京都府交通事故相談　6日困･20日出、

　午前９時～午後A時、京都府宇治地方

　振興局。[醒同振興局雲21－2049．

■暴力にかかわる困りごと相談　４日(月)、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。圃京都府
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